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青少年育成ア ドバイザー研究集会高知大会

高橋 譲

高知大会は 10月 13・ 14日 、高知県伊野町「伊

野かんぽ保養センター」で開催されました。会場は

高知市街を東西に走る路面電車の上佐電鉄の終点伊

野近くで、仁淀り||のほとりに建つ風光明媚な位置で

す。

集会は、まず中国四国プロックアドバイザー連合

会総会が行われ、続いて研究集会に入りました。

基調講演は「ひろげよう まず 地域から活動の
場を」と題して、四国総合教育研究所長の横川遊亀

壽先生がユーモアを交えながら、人の生命は人づく

りから始まり、人を結びつけ、人を育てることにあ

ると力説されました。そのためには町づくリネット

ワークが大切であり、子どもの声をよく聞くアドバ

イザーであつて欲しいということでした。高知県子

ども会の人間機関車と言われた福岡弘幸元全国子ど

も会連合会副会長の弟子であるという横り11先生は、

自分の信条をGNP(元 気でのんびリポックリ)だ
と言われ、人生の坂道をどう生きるかは自分次第だ

と話されて、会場から笑いが絶えないお話でした。

続くワークショップ「交流タイム」では、「構成的

グループエンカウンターの手法を用いて」として、

高知市教育研究所の上村国之指導主事の指導による、

他己紹介や協力作図などのグループワークが行われ

ました。青少年育成に思いを寄せる人たちばかりで

すので、とても盛り上がった交流タイムになりまし

た。

第二日は、実践発表 0研究協議で三分科会に分か

れて行われました。高知市立三里小学校スクールボ

ランティアの田辺司乃さんによる「お話隊がやつて

きました。」では、読み聞かせボランティア「お話隊」

の活動が紹介され、参観日に我が子の姿が見えてこ

ないことに気づき、保護者として地域の大人にどん

な事が出来るかを話し合う内に、PTAボランティ
アとして「お話隊」が発足した事、学校の協力で、

会場が図書室から冷暖房の完備した畳のランチルー

ムになつた事、回を重ねるうちに、自分が本を読む

のが楽しくなり、子どもたちから楽しみをもらった

事、本を読むだけでなく子どもたちと一緒に物を作

る活動をしたり、生きた歴史として昔の自分たちが

知っている話を語つている。今の課題は高学年向き

のお話が少ない点である。等々。これからは、我が

子と自分の成長に合わせながら地域のお役に立ちた

いと、生き生きとして日頃の実践を発表されました。

香り|1県ア ドバイザー会会長の玉置三千行さんは

「特技を活かした青少年育成活動」と題して発表さ

れました。ご自身の地元である多度津の一地区、白

方町民会議の活動として、自方小学校区人材データ

バンクを作成し、地域からの講師を招いた学習や、

環境緑化活動、自然体験学習、三世代体験交流 とし

て今と昔の暮らしを語る会、親業のア ドバイザーの

協力によるお手玉遊び、等々、学校の授業とは違つ

た活動を展開している実践を発表されました。

これらの発表について、会場から活発な質問や意

見があり、途中休憩もなく瞬く間の二時間でした。

各分科会とも活発な研究協議が行われ、本当に時間

を借しんで`思つく暇もない熱気溢れる雰囲気で、ア

ドバイザーの熱意には感動させられました。

閉会式では、中国四国アドバイザー連合会会長の

挨拶の後、次期開催県挨拶一高知から鳥取ヘーを行

いました。故末次一郎氏による広島宮島の大しゃも

じを高知県アドバイザー会会長から引き継いだ後、

鳥取県から参加のアドバイザー四名、西浦・森岡 。

井上・高橋が参加者を前に、来年 11月 、鳥取県米
子市に沢山のアドバイザーがお越しいただくように

と一言ずつアピールをしました。

また、青少年育成鳥取県民会議事務局長山l・●洋一

先生にもご参加頂き、来年度に向けた取り組みにつ

いてご指導を頂きました。さらに、開会式・閉会式

に高知県以外の県からは唯一、鳥取県民会議事務局

長として来賓席に登壇して頂き、高知大会に花を添

えて頂きました。
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最優薦資 (罵服県罐申llel):こ器帳中 3年生のlll諏輛司糧

Å鰹 (兜蔚高 )
第231rl「少1年の主張J鳥取県大会は、去る0月 2
0日本子市来イじホ■ルで

'日

催ずれた中1次 (2次の作

文審査で選ばれた13名―の|1学生が、約700名の生徒、

青
|‐申ⅢII・告]に|||,‐|IⅢⅢⅢ基

らいた主張を発

表し1聴衆に共感と感動を与えた:

125名 の応募作
品の中から最優秀

賞に輝いた若桜中

の山本拓司君は、

筋ジストロフィー

で小 4の日寺から車

椅子の生活を送っ

ている。そんな彼のために、特別ルールのハンドベ

ースボールを考案したり、体日に|ま彼の家を・訪れて

遊んでくれる友人や家族に感謝しつつ、親からもら

ったかけがえのない「生命」や友人を大切にして、日々

一生懸命に生きようとしている山本君が、発表の最

後に「今、僕は生きてますJと 力強く言い放った一

言は、会場に大きな共感を呼んだ写

優秀賞の倉吉東中の田村智子さんは、本で地雷の

恐ろしさを知って、危機感を持ち、「今、あなたと私

達にできること」 |よ何かを訴えようとした。南部中

の岩垣穂大君も、22分に 1人が地雷に傷つけられ
ていることを知り、世界の子どもたちが平和に暮ら

せる努力を「将来の担い手とし/て」やりたいと訴えた。

境港一中の大山君は、近くのどぶ川から川の悲鳴

が聴こえてくるような気がすると、環境汚染から地

球を救うために、まずゴミを捨て_率 い、捨てさすま
いと決意を訴え、尚徳中の中村美帆さムンは、自導大

を連れた人と初めて出会った時、何もしてあげられ

なかった反省から「できることから始めようJと支
え合うことの大切さを主張した。倉吉中の1午歳さんは、

今年の夏、影絵の公演で倉吉に来たカンボジアの子

どもたちと、言葉は通じなくとも心が通じたことを

モオtぞれ訴えたロ

そのほか、不登校の体験から、学校に行くように

なったの |よ 「熱心に誘ってくれた先生のおかげ、私

も人《)役に立ちたしヽ」という発表や、ホームヘルパー

体験から高齢者の支えになりたいとの発表もあり、

会場の参加者から、心桐たれるものがあったと言う

感想モ)聞かれた。
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(ヽ HR鳥取故送局長li)

鳥取県中学校長会代表       大田 正男
NHK鳥取放送局米子支局長    河瀬 謙二
新日本海新聞社論説顧問      白岩  尚
鳥取短期大学教授         111田  修平
I男女共国参画推進1会議米子」会1長  早‐原 _彰子 _

鳥取県教育委員会Jヽ中学校課指導主事 松岡

青少年育成,電取県民会議常任委員  安江 禎晃

23回大会の「発

表文集」は、間

もなく、各中学校、

高等学校、公立

の図書館、各県

民室、関係機関

等 /＼ LFi己 1寸 t´ ま|)~

鰈鰺躙魃鰈明蠅躙響岬岬辮糧蝉輻 躙 蒻 躙 輻 国 の で 、機 会があり

ましたら、日を通していただきたいと思います。なお、11年

度の大会は、中部地区で開催を予定しています .
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日

場

期

会

平成 14年度

第 8回中国・四国プロック

青少年育成アドバィザー連合会

研究集会 *鳥取大会

主催

平成 14年 11月 23日 。24日
鳥取県米子市『ふれあいの里』

『ホールサムインかいけ』
中国・四国プロック

青少年育成アドバィザー連合会
鳥取県青少年育成アドバィザー協議会

第 1回実行委員会
期日 平成 13年 12月 9日 (日 )
場所 米子市明道公民館
鳥取大会の日程、会場が決定される。
予算についても協議する。

[予告 ]

第 2回実行委員会

簾「 i勇[可筆気夏庁ξ猶;イ
ザ~研修会

場所 県民ふれあい会館 (鳥取市扇町21)
日程 研修会 lo時 30分～ 12時
第 2回実行委員会 13時～ 16時

皆さん、是非都合をつけて出席してください。
案内は後日送ります。

電話相談員養成講座に10代が

福岡で20人が来春から聞き手に
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編集後記
「年賀状は元旦に届くよぅ～～～までに」のお
知らせを横目に先送りしてぃる間に、とぅとぅ期
日が過ぎてしまいました。こんなことも何年ぶり
かと、ため息がつきます。
まあいぃヵ、馬の蹄の音を聞いてから本当の「お
めでとう」を言うことにします。   

｀`

をお迎えくださぃ。


